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FY2016 決算の概況 

常務執行役員 大垣 幸平 
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△18.4% 売上高 利益 

＜連結＞通期業績 
FY2015 FY2016 

△84.9% 
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営業利益 4,171 630 

( ):売上比 

（単位：百万円） 

＜連結＞営業費用 

(5.4%) (1.0%) 

47.3% 

2.4% 

29.4% 

13.2% 
6.7% 

49.5% 

1.8% 

26.2% 

12.2% 

4.9% 

FY2015 FY2016 

73,035 62,341 
(94.6%) (99.0%) 

 材料費・外注加工費率 1.6％改善 
   51.3％ → 49.7％ 
  モデルミックスによる材料費率改善 
 労務費・経費率 4.2％増加 
   38.4％ → 42.6％ 
  売上減少による労務費・経費率の増加 
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＜連結＞営業損益分析 
連結営業利益増減要因分析 
［ FY2015 対 FY2016 ］ 

（単位：百万円） 

Total 
△3,541百万円 前期営業利益 

4,171 

当期営業利益 
630 

為替影響 
△552 

売上高減 
△2,797 

変動費率増 
△270 

固定費減 
(労務費・経費・償却費) 

78 

為替影響を調整済 

期中平均レート ： FY2015 ¥120.47/$ → FY2016 ¥108.74/$ 
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＜連結＞営業外損益 
FY2015 FY2016 

△630 768 
(1.2%) 

経常利益 3,541 1,398 

( ):売上比 

（単位：百万円） 

(△0.8%) 

 為替差損の減少 1,309百万円 
 1．FY2015 
  2015/3   ¥ 120.17/$ 
  2016/3   ¥ 112.68/$   7.49の円高 
 2．FY2016 
  2016/3   ¥ 112.68/$ 
  2017/3   ¥ 112.19/$   0.49の円高 

(4.6%) (2.2%) 

640 628 

79 192 

△1,334 

△25 △15 △27 
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＜連結＞特別損益 
FY2015 FY2016 

32 △157 

当期純利益 

1,241 

2,678 1,017 

（単位：百万円） 

税引前利益 3,573 

(3.5%) (1.6%) 

( ):売上比 

(欧州子会社) 
(不動産) 
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＜連結＞セグメント情報 
（単位：百万円）  FY2016 

（注）その他部品事業、リース事業、不動産賃貸事業、ファクタリング事業及び労働者派遣事業 

 FY2015 

報告セグメント その他 
（注） 合計 

ＣＳ事業部 ＦＣ事業部 ＴＰ事業部 計 

 売上高 23,539 27,238 11,931 62,708 263 62,971 

セグメント利益 
又は損失(△) 
(営業利益) 

1,919 △786 113 1,246 △616 630 

報告セグメント その他
（注） 合計 

ＣＳ事業部 ＦＣ事業部 ＴＰ事業部 計 

 売上高 27,095 35,449 14,467 77,011 195 77,206 

セグメント利益 
又は損失（△） 
（営業利益） 

2,215 370 1,838 4,423 △252 4,171 
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（単位：百万円） 

資産 
現預金 

受取手形及び売掛金 
棚卸資産 
固定資産 

負債 

純資産 

買掛金及び未払金 

有利子負債 

資本金 

自己資本比率 

2017/3 

62,318 
10,117 
14,853 

7,199 
28,044 

30,999 
7,526 

18,447 

31,318 
7,996 

50.2％ 

増減 

△5,287 
△660 

△1,656 
12 

△1,193 

△3,318 
△3,527 

901 

△1,969 
－ 

1.4％ 

（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 

＜連結＞財政状態 

2016/3 

67,606 
10,778 
16,509 

7,187 
29,237 

34,318 
11,053 
17,546 

（Ａ） 

33,287 
7,996 

48.8％ 
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（単位：百万円） 

＜連結＞キャッシュ・フローの状況 

FY2015 FY2016 

営業キャッシュフロー 6,211 4,604 
 運転資金 △58 59 
 税引前利益 3,573 1,241 
 減価償却費 3,970 4,381 
 その他 △1,274 △1,077 
投資キャッシュフロー △7,182 △3,465 
フリーキャッシュフロー △970 1,139 
財務キャッシュフロー 1,636 △1,541 
 有利子負債の増減額 3,294 901 
 自己株式の増減額 △948 △1,553 
 非支配株主からの 
 払込みによる収入 352 ― 

 配当金の支払金額 △1,062 △889 

現金等期首残高 9,999 10,668 
現金等期末残高 10,668 10,011 
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業績予想及び年間配当金 

第2四半期末 期 末 年 間 

FY2016 5円00銭 5円00銭 10円00銭 

FY2017(予想) 4円00銭 4円00銭 8円00銭 

(2)年間配当金 

(1)連結業績予想 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

FY2016 
百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 % 

62,971 △18.4 630 △84.9 1,398 △60.5 1,017 △62.0 

FY2017(予想) 65,500 4.0 2,200 249.0 2,800 100.2 1,900 86.8 

（%表示：対前期増減率） 
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代表取締役社長 池田 靖光 

FY2016実績とFY2017見通し 
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SMK代表取締役及び役員人事＜2017年6月22日付＞  

1. 代表取締役の異動 
 

 ＜昇任候補＞角 芳幸  ：新役職 代表取締役副社長&CTO 
 
 ＜退任予定＞櫻井 慶雄：退任後役職 特別顧問 
 
2. 新任取締役人事 
 

 ＜新任候補＞石川  薫 ：社外取締役 
 
3. 新任執行役員人事 
 

 大日方 淳：トランスナショナル-TP事業部門、TP事業部事業部長 
 
 秦 史和 ：中華圏営業担当 
          SMK Electronics Trading Shanghai Co., Ltd. 総経理、 
          SMK Electronics INT’L Trading Shanghai Co., Ltd. 総経理 

12/20 



25,901 27,095 23,539 26,676 

25,027 
35,449 

27,238 25,743 

15,184 

14,467 

11,931 10,211 
118 

195 

263 2,870  
66,230 

77,206 

62,971 65,500 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

FY2014実績 FY2015実績 FY2016実績 FY2017計画 

CS FC TP その他 

事業部別 通期売上高 (FY2014-FY2017) 

単位：百万円 

為替ﾚｰﾄ 

86% 

95% 

113% 

1USD=109.90JPY 108.74JPY 

%：対前期伸長率 
104% 

82% 

110.00JPY  

82% 

77% 

87% 

120.47JPY 

13/20 



921  
2,215  1,919  2,011  

-723 

370  

-786 

4  1,909  

1,838  

113  133  

6  

-252  

-616  

52  
2,113  

4,171  

630  

2,200  

-2,000

0

2,000

4,000

FY2014実績 FY2015実績 FY2016実績 FY2017計画 

CS FC TP その他 

事業部別 通期営業利益 (FY2014-FY2017) 

単位：百万円 

3.2% 3.4% 

利益率=利益/売上 5.4% 

1.0% 

為替ﾚｰﾄ 1USD=109.90JPY 108.74JPY 110.00JPY  120.47JPY 

14/20 



16,691  16,700  11,825  15,065  

22,591  
32,207  

24,086  20,960  

19,341  

21,178  

18,982  18,340  

7,606  

7,119  

8,077  11,135  

66,230  

77,206  

62,971  65,500  

0

20,000

40,000

60,000

80,000

FY2014実績 FY2015実績 FY2016実績 FY2017計画 

情報通信 家電 車載 産機･その他 

売上高：百万円 

参考：市場別 通期売上高 (FY2014-FY2017) 

%：対前期伸長率 

90% 

71% 

75% 

113% 

為替ﾚｰﾄ 1USD=109.90JPY 108.74JPY 110.00JPY  120.47JPY 

97% 

127% 

87% 

138% 
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FY2017重点取組事項 

１. 短期的な収益力向上 
  ①採算性改善活動の強化 
  ②主力市場での売上確保 
  ③新ビジネスによる利益創出 
 
２. 中長期的な成長の実現 
  ①新規市場の開拓 
  ②オープンイノベーションによるビジネス創出 
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IoTビジネス拡大に向けた新組織体制 
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情報通信 

家電 
新技術 
新規格 
サイド 

車載 

産機･その他 

顧客 
サイド 

① IoT戦略/企画/案件フォロー 

② IoT商品企画/事業立ち上げ 
③ 

Ｉ
ｏ
Ｔ
事
例
の
横
断
展
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OIP課：Open Innovation Promote課 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①WG（顧客）サイドからのIoTニーズを集約化し、     IoT戦略/企画/案件をフォロー②オープンイノベーションサイドからのIoT関連技術情報を     集約化し、商品企画/事業立ち上げを行う③IoT関連の有効事例をWGへ横断的に情報展開すること　 により、IoT関連引き合いを活性化させる



Bluetooth®  
Smart Module 

BT/IRステッカー™ 

クラウド(Big Data + Algorithm + AI) 

920MHz通信モジュール 
(SIGFOX等) 

Thread規格対応 
通信モジュール 

ECHONETLite™対応 
有線LANアダプタ 

センサーユニット 

センサー付 
通信モジュール 

Low Power 
Wide Area 

Building Energy 
Management 

System 

Home 
Automation 

Biometric  
Authentication 

Security Infrastructure 

     IoTに対する取り組みについて 18/20 



変革への挑戦 
Challenge for Innovations 

FY2017経営計画テーマ 19/20 



 この資料に掲載されている業績見通し、その他、今後の予測・戦
略等に関わる情報は、本資料の作成時点において当社が合理的に入
手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲内で行った判断に基づ
くものです。 
 しかしながら、現実には通常予測し得ないような特別の事情の発
生等により、本資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じる可能
性があります。 
 当社といたしましては、投資家の皆様にとって重要と考えられる
ような情報について、その積極的な開示に努めて参りますが、本資
料記載の業績見通しのみに全面的に依拠してご判断されることは、
くれぐれもお控えになられるようお願いいたします。 

注意事項 
20/20 
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